
めざす学校像

児童にとって
自分の力を発揮できる

楽しい学校
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楽しい学校

教職員にとって
教育する喜びを
感じる学校

教職員にとって
教育する喜びを
感じる学校

保護者・地域にとって
訪問することが
楽しい学校

保護者・地域にとって
訪問することが
楽しい学校

学校教育目標

学校経営の重点

自ら
学ぼうとする
姿勢

●学力の向上
→基礎基本の定着・応用

●個に応じた指導の工夫
→少人数習熟度別指導
→わかる授業の実施

●学習を通した表現力の向上
→伝え合う力の育成

●ICTを活用した教育・
プログラミング教育・
英語教育・キャリア教育

健康づくりと
体力の
向上

●基本的生活習慣の定着
→手洗い・うがい・消毒の徹底

●食育の充実と啓発

●基礎体力の向上
→体育科等の充実・運動の
　日常化

●美しい学校づくりの徹底
→清掃・奉仕活動の充実

自他を
尊重した
態度

●思いやりの心の育成と集団作り
→異学年交流活動の充実
　「ふれあい活動」
→道徳教育の充実

●互いの良さを認め合い、自分
のよさに気づく心の育成と
言語力の向上
→適切で温かな言葉の活用

なにわの伝統野菜

田辺大根栽培を通して

キャリアステージ アップ
！

　長池小学校では、「ふれあい活動」といって、たてわり
班で一年を通じて活動し、６年生がリーダーとなって全員
が一人一本の田辺大根を育てます。毎年１２月の収穫時期
には、校区のあちこちの道に落ちている大根の葉が、この
長池地域の一つの風物詩となっています。田辺大根を育て
る活動を軸に、長池小学校は独自のキャリア教育・人権
教育を展開しています。

田辺大根育てから
→命の大切さ
→規律ある生活習慣
→地域のあたたかさ
●昔遊び、名人－地域の人から
●町たんけん
●命の学習　誕生・乳児

田辺大根育てから
→長池地域らしさ、大阪らしさ
→自分らしさ
→個性としての障がい
→職業観、勤労・奉仕
●仕事体験（地域で）
　大阪探検
●タイムスリップ－地域の人から－
●車いす体験
●盲導犬の学習

田辺大根育てから
→異質な集団の中での協働
→「田辺村」歴史と伝統
→「模擬原爆」：
　人々の願いや平和
→自己効力感、将来展望
●伝統→国際理解
●ユニバーサルデザイン
●田辺の町歩き
●ヒロシマ修学旅行

ステージアップ！

ステージアップ！

FirstStage｜低学年 SecondStage｜中学年 ThirdStage｜高学年

年間を通じてのたてわり栽培活動

検 索

　本校は、昭和４年の開校以来、本年度で９３年目となっています。
「長池地域」として、まさに学校・家庭・地域の三つの場で児
童が豊かな経験を積み上げるべく三者一体の教育を行ってきまし
た。また、旧田辺村の地として、なにわの伝統野菜「田辺大根」

を全児童が育て続けています。個性や特徴等「ちがい」がある
ことのよさ、協力や思いやりの心、ねばり強く取り組むことの大
切さを、三者すべてが共有し、そこに包まれながら、子どもたち
は学び続けています。

●令和４年度末の校内児童アンケートにおける「学校へ行くの
が楽しい」の項目について、肯定的に回答する児童の割合を
80％以上にする。（令和３年度　85.8％）

●令和４年度末の校内児童アンケートにおける「自分にはよい
ところがある」の項目について、肯定的に回答する児童の割
合を80％以上にする。（令和３年度　84.7％）

【安全・安心な教育の推進】

●令和４年度末の校内児童アンケートにおける「ナガリンピック
に積極的に取り組めた」に対して、肯定的に回答する児童の
割合を80％以上にする。（令和３年度 77.1％）

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
●令和４年度の校内児童アンケートにおける「読書をすること
が好き」に対して肯定的に回答する児童の割合を 76.5％以上
にする。（令和３年度 76.3％）

【学びを支える教育環境の充実】

　本校はこれまで朝や行間を利用した学習、習熟度別少人数指
導等授業形態の工夫、高学年理科の専科指導、授業の導入時
にめあてを明確にし終わりのまとめと振り返りを確実に行うこ
と、また研修を充実させて教員の授業力アップなどの取り組み
により、基礎基本の力の定着を図ってきた。今後もこれらの活
動の充実を図るとともに、話し合い活動を活発にし、ＩＣＴ機器

も活用して自分の考えをしっかり伝え、友達の考えを理解して
さらに思考を深める取り組みを進めていく。

　本校では、児童の体力向上を図り、体育学習のめあてを
明確にし、振り返りの時間も設けている。またナガリンピッ
クと称し、運動に親しむ取り組みを継続して実施してきた。
そのことで児童自らが自分の課題に向けて授業以外にも運動

に取り組むようになった。今後も体を動かす楽しさを味わえ
る授業を構築し、できないことができるようになったという
達成感を味わえる指導法の研究を進めていく。

ナガリンピック週間…月１回１週間１５分休憩に全児童が運動場
で学年ごとに様々な運動に取り組み体力・運動能力の向上を図っ
ている。（現在は期間や人数を制限して取り組んでいます）
国語科学習…本年度は、研究教科を国語科とし、研究主題「主

体的に学び、思いや考えを伝え合うことのできる子どもの育成―
国語科「対話的な学び」を中心に―」に向けて取り組んでいく。
日本語指導センター校…大阪市に住む帰国・来日した子どもに
日本語・適応指導を実施している。
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